
1.水 稲箱育苗に為ヽける病害発生と防除対策について

1  背 景 と特徴

水稲箱育亡法 (粧、中苗 )は、ここ数年急速な普及を示 した。これらの育苗法″よ、従来の苗代に

比べて、とレ人工白勺であるところから、確 宅の病害が多発生 し、健苗育成上大きな障害となってお

り、その防除対策が要望されている。病善発生の様相は、.稚 百と中苗育苗法では共なる事が多く、

さらに稚苗ではその生懸解羽が比験的進んだが、中苗では未食討で不明の点が多く残されている状

況である。 しかしながら被害が依然として滅退 していない現状から、とりあえず今日まで得られた

資料を紹介して参考に供するものである。なと、Rhizopu8属 菌による障害防止策は、問題の緊

侑、性からすでに中間成績をもって、昭和 49年 度に普及上の参考事項としてその
一部を提供 t″てあ

る。             |

盆 技 術内容と指導上の留意点

a)箱 内に発生する苗立枯れ症状関与病原菌として明らかにされたものを示せば次の表の通りで

ある。

箱内に発生する苗立枯病関与病源菌の種類とその防除薬剤

病 原 菌 名 防 除 薬 斉4

ヽ
Ｉ

Ｋ

／

１

ノ

ト
ｋ

Ｆ

ノ

e)

・壊

R h i z o p u s属 菌 米

Rt“arrhizus

R o s t o ■ o n i f e r

R o  3 a v a n i C l l S

R・ o r  y Z a e

R o c h i n e n s■ s

F u  s  a t t  u E I届菌

1 1・r o s e u m

F o s o■ a n i

TriChbderma属 苗

tご。7iriこ 0

PythiuEII己 菌

リソ
・
ク トエア菌など台核性病西 2

そ の  他

ばか★え病苗

ごまほんミれ病芭

(注 )米 法空気伝決もある。

ω

働

タチガレン

ベンレー ト

ベンツー トT

ベンレー ト
ベンレー トT

グチガレン

ダヨニール

ベ ン レー ト
ベ ン レー ト
ベ ン レー ト
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0 ) 防 除対策
‐            '

1)耕 種的妨除

病原菌のうち、RhizOpus属 菌、Fusaritn属 菌、Trichoderma属 菌による障

害は、首の生育が停滞するような条件下で特に著しくなる傾向が認められる。したがって、

これらによる障害防止対策の中心は、あくまでも苗の生育を促進し、病原菌の発生を抑制す

るような育畜管理にあると考えられる。具体的には次のとおりである。

① 据 種前に育首器具資材は十分水洗をし、また作業室などは浦潔にして病菌索殖の場と

ならないようにする。

② 床 土には、極端な粘質土族及び砂質土壊、組大有機物を多量に含む土壊は避ける。

③ 土 譲はPH(H20)5.5以 上のものは避ける。

④ 種 子は傷裡を使用しない。

③ 所 定の催芽をし、催非後は芽を乾かし過ぎないようにして路く。なお、栓子は池や用

水路に浸穫t″ないぅ

③ 所 定播種量を厳守し、厚播きじない。

① 育 苗管理は標準育苗法を厳守tン`特に出芽時及び緑化後も低温から保護し、生育促進

につとめる。

① 使 用後の育苗箱は流水でよく洗い、乾媒させて保管するづ

出)来 剤処理体系

作業体系からみた薬剤の処配法は次のとおりである。

培土の準備 一ナ 箱 詰 二→ 幡  穐  →  覆  土  →  出 芽器 ―サ 緑  化

在>舎
朽電 化

(①のタチガレ/処理そ

行なわなかった場合 )

タチガンン液劇

1,000f吾 十宝

0,5～14/箱 激注

(ト リヨデルマー青かび

が発生 tンた場合 )

(喜従特盟抽
500-1,00o倍 液

0,5～114/箱 概注

↓
谷

ダチガレン粉斉1

8 テ/ 箱

土譲 混和
③

①         ヤ

O 留 意 点

① メチル う有Jは、活着促進効熟 ある。

③ タチガレぅな」とダコニー/1/〕千Jとは同時使用しない。

③ 出芽温度は33℃ 以上にしない。

① 床 上が歌弱で種子が床土中に埋没すると出芽不良と

なり、被害が大きくなるから注意する。

③ 中 菌方式においては、出芽後ただちに覆土上の有孔
ポリフィルムを除去し、リノノス属菌の発生を防ぐ。

ダコニール

1,000培 液

0.5～14/4奄
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3  試 験成績の概要

試 験  課  題  名    施 設育首における病害発生要因の解明と防除

試歓年次および場所   昭 和49～ 52年  農 業試験場 環 境部       i

(1)稚宙育苗における障害苗関与病原菌

現地において発生した障害苗から分離される菌を調査した。その特果、
RhizOpus属 菌、

TrichoderLa属 菌、コusarium属 菌の分離頻度が圧倒的に高く、この他Pythiun

属菌、RhiZOCtOni癌 蔚、MucOr属 菌、Penici■ ■iじm属 菌などが、わずかなが
ら分

離された。

e)分 離菌の菌糸伸長速度と温度反応

(1)で分離されたものの うち、育苗箱内で優占的な作用をなしていると考えら
れる菌について

調査した。試験温度 23～ 34Cの 範囲ではRhizOpus癌 菌が最も極庭な伸長を示し
、次い

で MuCOr属 菌 、 TriChOderma属 菌 で あっ た。
｀
また 、 RhiZOpuS属 菌  25～ 34℃ 、

MuCOr属 菌  25～ 34C、 コusarium属 菌  25～ 28C、 TriChOderma届 菌 25

～34Cで それぞれ伸長がほ盛であった。

(り 稚 苗育苗におけるRhizOpue属 菌による障害の発牛牛態

1)障 害の発生様相

播種あ～3日後から種子の周囲及び覆土表面上に自
～灰自色の菌護が認ゃられ、幼芽

・幼

根に綿状に絡まる。このため出芽 。発根が著しく抑制され、特に根では種子根の肥大現象
が

みられ、冠根の発生が少なく棒状根となり、根張りが著しく悪くなる。また、中茎の伸びす

ふ 歪曲及び鞘葉の肥大現象なども認められる。更に、輸葬
～第1葉が褐変腐敗して枯死す

る。発生のはなはだしい場合は箱全体が枯死するか、軽いものでも苗の生育が不済
―となり

根の絡まりが少なく、このため機械によなかととりが
一棟でなく欠株の原因となる。

2)生 育障害に関与するRhio上 属菌の種類

第1表  分 離菌株の種類と病原性

種   名 イネの生育障害

R -  1

R -  2

R -  5

R -  6

R -  7

R - 1 0

R - 1 1

R - 1 2

R - 1 3

岩 手 農 試 羅 病 苗

″  実 験 室 内

″  出 芽 器 内

教川育苗い
/ター多発生土譲

】旦沢     〃

江釣子    ″

岩 手 農 試 経 病 苗

北 上 育 苗 セ ン グ
ー

前 沢    ″

(注 )阿 定は財団法人 百テi静研究所によった。

R o a r r h i z u 8

R o s t o ■ O n i f o r

R o  3 a v a n i c u s

R  o a r r h i z u s

R  o O r y Z a  e

R  o a r r h i z u s

R  o 3 a v a n i c u s

R o  a r r h i z u e

R  o c h i n e n s■ 9

十

十

十

十

+

十

■

‐ト

十
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羅病菌、育意器具、資材から分離したRhi一 属菌を鵠1表に示 t′た。この結果 じ種類の菌が

確認され、これらすべてが'!ネ幼苗に対する病原性が認められた。このことから、生育障害に関与

するRhi_届 菌は単一種にとどまらず、数程存在することが明らかになった。

3)主 なRhi一 属菌の生育温度、および出歩処理温度と病源性との関係       !

培養温度 15～ 35C

の試験範囲では、 Roa一

1'■・五主琢us、Rojav a― i曽

n i c t s、Ro o r y z a e rよi雪
径

3 0～ 3 5℃ で、、I P。3 - ^

t o ■o n i f o r は 3 0 C  経

で最 も菅i糸イⅢ長が良好て' 桜

あった。         Ψ

晋

| ~ ~

○

△

□

ｒ

ｌ

ノ

ヽ

―

に

R - 1

R … 2

R - 5

1 0 0

( " )

3 0

6 0

4 C

2 ( )

0

△ R ― o

O R - 7

X R - 1 3

れｔ…
Ａ
　

．全

　

十田
　
中
早

8.5。泌シヤーレ使用

2 0     2 5     3 0     3 5 ( C )

培 養 温 度

鵜 l図  増 恭温度 と歯糸生育の関係

「'1:i'3115R6R7 C   Rl P3 R5 R3 RT C   Rl R3 R5 R3 R7・  C
O                     o                      0
上                n                 n

―`十~~ふ√十一__レ ｀_十~ ▼ヽィー` 空レ ト
28C 32C

鵜 2図  出 芽温度と分離苗株の病原性

一盟

協
潮
へ

排

脇

・

テ
棚
継
一

― 却  一

36℃



これらRhi一 属菌接権による生青障害首発生率は、全賊的には86C>32℃ >2SC

の 1頃向に あ り、 ま た 、 歯 株 間 で は 、
R S a r r h i z u s ( R - 6 )、 Rら O rメ Z lと。( R - 7 )

は 2も c及 び 3 2 Cを 、 R o a r r h i z u s ( R - 1 )、 R o S t O■ O  n  i f e r iく R - 2 )、 R o

3avanicus(R-5)は 28℃ より32℃ で高めてあった。36Cで ほ陣筈慧の発生率

は顕若であった力＼ 菌の発生がみられない無接挙においても発検不良苗が多や下あったo

4)Rhi.一 応歯の育百箱への侵入経路

携2表  培 土からのRhizOpuS属 菌の僚出率

子落 1た 法  (Iく 1) 希釈法  (※ 2

10-2
秘 枝苗玄米

刀ll一匹

験1, ナ胡   Eと

2.

3 , 人

各・

″

工 培 土

″

(殺 菌 )

3 2 1 9 ( % )

0

1 2 ,  9

1 0 0   ( % )

0

3 6 .  9

0

i o ( ヨ )

0

5

0(殺 菌 )1 0

o 栄 1 32C、 4日 後の捕捉粒率

燕3 9解 シャーレ、 3枚合計ヨ芭ニ
ユー数

鵜3表 程 れからのRhizOpus属 菌の検出率

説査粒数
菌 の 被 出 率 ( が

ロ
ガ区

2 日 後 4 日 後

11

2.

3.

卒,

5.

乾     概

浸  擢  純
ぺ/レ ー トT05拷 粉衣

ダコニール   〃

チ ウ ラ ム0 2 存粉衣

1 0 0 (メ立)
1 0 0

l o 0

1 0 0

1 0 0

3

5

0

0      1

0      1

1 0

?

0

0

0

o 温 室 19御 シャーレ、 33℃   調 査教 シ ャ
ーレ2枚合計値

鵠4表  出 芽器内におけるRll主Eopus癌 由の飛散状況

分

出茅 器 内開放

1

2

3

4

5

6

7

8

働 出歩器温度32C、 ■8時卜も開放

- 3 0 -

す均平

5   (ヨ )

14

2

4

1 0

3

0

6

5. &



第5表  土 強に絡種された種子の着菌状況

着

5日 後

玄 !   米 ,

対 照 一 桝毅

ω 火 山灰畑土、 33C加 温

箱内の侵入経路を、種棋 。培± 5出芽器の画から検討した。この結果、種別 ・培土からの

Rhi.一 属菌の検出、出芽器内での■41‐.一属菌胞子飛散が認められ、これによって育苗箱

内た佐入するものと考えられるととらた、侵入菌は種子に混入している傷籾・玄米などに付

着 tン`増殖が助長されていることが認められた。tンたがつて｀防除にあたっては培土及び栂

触のネ剤処理のみにとどtら ず、蕪傷種子使用、出芽器内外の清希など衛生上の注意が大切

である。

)Rhi。
一属商に よる障害発生の主な要因

① 出 芽 温 度

弟6表 出 芽温度と由の発生

～ 十

lャ

2.

3.

4・

籾

秘

傷無

傷

5 1 0

5 0

5 0

5 0

1 2

8

2 0

0

2 8

5 6

8 6

0

2 8

5 0

8 6

8

3 . 1

/

3 . 8

/
|   十

‐一

2 . 7

/

産 1)区 男UAは 鳩胸程度の催茅粒子機種、 Bは 不催茅程子に玄米 157混 播

2)菌 宜 : 一 発生たし 十 わずかに発生がみられる #箱 全面に発生がみ

られるが密度は低い ‖ 箱全面に発生 t′密度も高い。

3)兆 (: FuSariu田 菌が混合発生

出芽温度 28～ 34℃ では、出芽温度が高い場合に RhizOpus属 菌の発生が助長され

た。逆に出非温度が低い場合はRhizOpus属 菌に比 し発育適温の低い
Ftte a r i u蠣菌

の発生が助長された。

疎

い

|

- 3 1 -



② 催 茅 条 件

規7表 催 芽条件と菌 の発生

趣 ■日抑 菌量
出芽状況

地 表

① 4怪 ‐芽(水潰 5日 →催芽→水切リー緒種 ) 揃  い

○ 芽の乾き(  ″   → 〃→ ″ → 陽光―播

① 不 催芽(  ィ i →   水 切り  →  ″

的 出 芽温度 :3台 ℃ 西 量の観察は弟6表に4す る

不催芽獲子の播檀、催芽後の芽の乾いた桂子のお程で多発が認められた。
このことから

播種作業の能率化を図るための種子の過夏?脱 水や、不催芽種子の活種
は出芽の遅れなど

から菌の発生を助長するものとみられる。

③ 種 子の傷独混入

傷親の混入程度が高い程

菌の発生か多い。傷榔の混

潟 8表 傷料の混入と菌の発生

入は着菌を容易に tン` その _十 ~‐T~

報
止
獅

件種

１

２

３

やや不おjい

房ll区

後の鴻殖を助長するものと

みられる。

無  傷

傷】お( 2 . 0 % )

揚朽1 ( 5 . 7 " )

10.5 1  2.7

十～帯

‖

１
．

２

３

４

くみあい専用培土

くみあい合成培土

くみろい粒状培土

泉
分
置
rr塙
強|

ω 出芽週度34℃  菌 量の協禁は第6表に準ずる。

純10表  土 駿の種類と菌の発生

芋|〒
耐 丁f

十玄木(1む iも%)

tヨ 出 芽温度 3も で 茜 量の読祭は潟 6表 に準ずる。

" 1 軽 刻 青|

1.た沢 (火山灰 )腐植 1

2 . 江刺 ( 沖 獄 ) ″

3.釜石 (花 闘岩 )″

.ヽ東和 (親三職 )″  0.

100 1  2.5

951 2.5

156

22.3

38.5

4`9

22,9

35.0

38.9

805

45.2

73.2

5 2 0

7 8 , 5 "

8 7 . 0

“二生苗率

一―

―
ウ牟一才

出ヤト

〓０
　

８

　

Ｒ
）

９

９

　

，
‘
　

０

　

６

１

　

３

　

２

|‐

第9表  培 上の種類ど菌の発生

容  積  重

(夕/ 1 0 0∝ )

的 撫種 5月 2日 調 査 5月 17日

一 号C 一

13.11



① 若 土 の 種 類

富の生育を促進するような形状、組成の培土 (小～中粒状なくみあい合成培土、同粒状

培土及び火山灰畑土攻)では菌の発生が少なく、逆に生育が停滞するような培主〔くみあ

い専用培土、花南岩 (傘石 )土吸、第三期(共和)土壊〕では、歯の発生が助長され障害

も多めになる傾向がみられた。

③ 培 土の水分量

第11表  培 土の水分量と菌の発生

播 極 後 の 菌 量

出 芽 法
増土の

水分量
統 種 お 日後

一 ～ 十 1 十～#| ‖ 複土多湿、出牙不良
戦蟹¥

考侃

棚 薇

″

″

一 ～ 十

″    |

十～#

榊

‖

＝

＝

十
＝

朴

甚

多

少

多

少 〃

‖

‖
十

朴

|十

｀
、出芽時セt上のお上り
す破若

はつ 出芽温度30～ 尋ヨc 大 山灰土壊 菌童の秘宗は村6求に準ずる。

とは牙時の培土水分量を箱の排水子にとの数によ▼って「甚」、 「多」、 「少」の3段階に設定

し、積寛式。棚/11t式によって菌の発生との関係を検討した。水分 「札|では路穫8日白ま

では商の発生が少なめであったが、その後者tンぐ増加t/種子の腐敗がみられた。 「多」閲

におレヽて も、出芽時夜上の持上りもあって、持種'醤た菌の発生が多めであった。こtうこと

から、酸素不足にょり出芽不良者起こすほどの「
｀
地 は夕け外よt′ても、通常の出芽時の培

よ水分は、常に菌の発生に好適t′た状態にあるものと考えられる。

① l古 種  量                  !    `

縮当少施種量が80～ 250夕 では、賄種童が多いほどRhi.T属 宙の発生が著t夕くな

る傾向か認められた。

O 様 化・便化時の宙由家境

第12表  れi化時以降の育苗条件とLすの発生(そr/pl)

お志場所|を評碁系嘉託話が再rぞF率丁]手_本
~

| ; 五

~ 表

| れ 中 1 地 す
( 3 6 千室と1 日1 本) | ( 向 左 )

― 一 ‐
―  一

ヽ 一
          |         |        |      ―   |    _ _ _ … … … Ⅲ 十 一 ― 一 ― ~ 十 一  ― 一 一

1 , ガ ラ ス 葛二十二～ 十 ‖ |  +  1  1 0 6 Z   1   7 . 3 仰
21ビ ニールハウス | キ

1 =‖1嘉| : l l  l : :や・坪1中(判4甲F)| ! 1土 =土!_世_1 24.1   1  6.
的 出 芽温,せおo～ 8上 ℃ 火 山灰畑土取 曲 立の観体は親 6表 に準ずる。

- 3 3 -



健全苗1根の実ド1相変宙

率 の 1苗率 の 1率 の

生育不良

首率 の

第 13表  緑 化時以降の育首条件と菌の発生 (そ の2)

男J区

不出芽

苗率吻

崩長根

rryt

3 . 0

5 . 5

2 . 8

R h i 一苗

の 発  生

■

士

＃

士

１
．
ュ

３
．
生

畑  土
″

人工培土
〃

屋 内

ガラス室

屋 内

カラス室

5 4 .  7

9 u . 2

3 1 . 2

9 1 . S

4 2 . 6

3 . 9

5 4 . . o

0

o . 7

0 0

10 7

1 . 3

2 . 0

5 。9

1 . 4

2 . 5

0

0

2 . ?

4 . 9 1 1.31

的 根 の異常苗 : 種 子根
。冠根の発横抑制の諮められるもの

1 禍
 変 1高 : 棋 ～輸莱に桶変現象の認められるもの

生育不良苗 : 首 長が健全首の半分以下で、根の異常、描変現象
の認められな

lr4もの  |:  ;

人 工培士 : く みあい合房培土 (三井 )、
4月 28日 女き、 5月 12日 調べ

出芽後の有
:苗映境がガラス室 Pギ千

~ル レ`ウス内 (日中20.0～ 32.0℃ 、夜由 7.5～

10.5℃ )の ように温度が高めに経述した場合は
Rhi.一 店語の発生が少なく、障害首

率 (イRの異常苗。イ酌交」)も低めでつったが、擦内 (日中
ヨ2.0+ フヽ23.5℃ 、夜間6.5～

110℃ )の こうに温度が低めて、日中も浩露状態にあ
る場合は発生が多く、障害宙率も

高めとなった。このこと'ま、出芽後の育苗狭ぢ!が座内とⅢlた
条件 (曇天、低温 )が続き、

面の生背が停滞するょうな場合 も、出芽母と同様rRiS i.一 属商に
よる時害が多ぐなる

ことを示 している。     |  :

141 RhiZOpus属 西の防険法に開する試験

多発条件下において R ll■。
一属菌に対する防除効果ど検討 t/た結忍 イネ幼事に対 tンて使

用法の安全な楽剤とt夕て、ダヨニ
ー//、″`tンレートT水和剤がうげられたと

1)業 部lの濃度と首の生育に対する影警

楽剤の生育安全捜度を知る目的で、各濃度によるろ紙法 (シャ
ーレ某法中縮種 )、土教法

(シャーイ土な中に描ば )で棋討Lンた0嘉 剤つ生育に対する影奪
は、不完全葉出薬駒☆では

や丈の伸長抑市」に比べ発棋抑話Jが夢吉であった。葉剤と検度
との関保は次のとかりであった。

第1も奏 ダ ヨニールの生育に対すも影密

一
９ ３ ７

一
７ ５〇

一
３ ７ ５

一
・ ８ 〇

一

- 31 -



第15表  ペ シレニトTの生育に対する影響

希 釈 倍 数

●ヽ / レ   ー T

P P n
ろ 紙  法

草 丈  1 根 長

土  城

革 丈

法

根 長

100 4,000 6.1析 綱 2.1簡 l 3.16解 119ご祝

200 2,000 8 , 3 2.8 3 . 5 4.5

400 1,000 ? . 9 7.00 3 . 6 7 . 3

1, 000 400 9 . 4 13.3 4.2 8.3

2, 000 200 910 4.6 4 , 4 7 . 3

4, 000 100 8.6 15.4 4 . 1 9.2

conじ 0 ll.9 16. S 3.8 8.7

ダヨニール : ろ 紙去ではo37PPm(800倍 液 )、土壊法では187.5PPm

(400倍 故 )以下の旗度では生育抑制が少なかった。

べ/レ ー トT水和剤 : ろ な法では400 PPm(1000倍 滋 )、土壊では1,000

,           PPm(400年 ,滋)以下の濃度では生育抑制が少なかった。

2)夕
・
コニ千ルの結11時挫理幼舛

親16表  ダ ヨニールの防除効果 (その1)

苗の障害調査  (9日 後 )

供 試 薬 斉」

五_十一―|   1001+rilll 十  1 + |十■十ttl o2,9113.11 16in1 3、8

計iTl~PF:‖:‖唯‖:||:|1缶播識:盤

碑蕊率可
・
iテ〒藤室醇簿義春i諦斎ら季

計詳持
1ド…
:博手調
工
〒
=|千
ざ十ぎ寸ギ先十ギ甘ず義群T判型|

:_1全
_十b~け者に転iド評1下:寸試千1~:淵竜十薔端

1に
Ⅲ
ottl!卜||十!|キ地キ1言1器博;寄☆樹:言計著

9日描種 玄 米粉散布にょり発生助長 人 出灰畑土牧

タチガレン勅斉Ⅲ5タ

 々  液 斉」XlⅢ000 1そ

型|'1!1器樹器告卜縦

△ ダ ヨニール梅剤5タ

(D     ′′   ガくギロ済JXl,Oo0 14

的  5月

△

③

・

中 茎 仲1 第1 集伸十種 子 根

長 歪 曲1 長抑 制1 抑 制

- 3 5 -



発 18表  グ
・ヨニールとタチガイン剤の併用による薬害試旗

1 1 . 3

1 1 . 2

8 . 7
｀
7 . 0

o , 7

1 0 . 0

3 . 2

3 . 0

2 . 9

1 , 8

3 . 9

4 . o

`施 用

土線松合 1摘 種前 「五轟姦訂「覆土後
①

00

11月 12日 括種 温 室育苗 (4C～ 32C)  △  タ チガレィ粉剤 5夕 /箱

11月 25日 調査               ②    ″   法 剤 1,000倍 IZ

l         l‐  ○  ダ コニール   1,000倍 1そ

ダヨニール500～ 1,000倍 法1だ″/箱 、発種時濯=処 理は票五|。
一属西に対して有

効であった。 tンかし、出芽後rr_理ではヵ不足であった。メチガレ/斎をと併用した場合、為種

直占iまたは捲檀直後の晩時処理 (500倍 液混合程注 )で'ま出茅のすぐれ、根の伸長抑制あ

るいは根の禍変などの茶害が認められた。

3)ベ ンレー トT水和剤のツL理効果

tベ ンレートT20の 500倍 ま始極特i甚注は■丈り沖長抑1事!がゎずかながら認められ1,000

倍液播種時湛とは、少発生条件では有効であったァ'、`多発共件てiよ力下★とであった。

iま
た、提千縄毒斉Jとして阿剤を使用 t′たな13、 1111声仏つ中～8%土 または 7.5倍液の3

彰童植靭女付拠It4ぶとび20倍 液の10"士 ステけ
一'こに'ま、とモ,1こiFぷ中v‐DRhi.― 属

菌の発生が少なくヽ グ
・ヨニー//1,0004キ イえ5守 O Hf/も、1とiた時fi二産智L岩!とほぼ同等の幼

果が認められた。だらに、揺種20日 後無r211理区及び「
'ヨニール妊埋区に多いてほ■ri_

rhOde=正 a海t苗、コusュ riu単 属菌の発生もみヽられたが、べ/ン
ー トT程子処理区に

おいて'4発生がみられず、これらの菌に対と′ても有効であった。

(5)育 程i環境のRhi。 三嵐由による汚楽状況詢査

鵜 3図  育 苗施設内のRhi。 一

腐菌胞子木散に 工る汚染

状況の経時変|こ

靭時 草 丈

働

根 長

紛

鮭全首

∽

薬害の

琴手  資無

■
引
３‐
刑
引
「
６‐
一

△
　
ム 0

②

一

′″′／′〕！ゝ

Ａヽ

や、

八
|

や―‐ケ ー|

／

‐

―

ノ

ヽ

―

―

―

＼

十  箱 内発生有

二    〃  無

。一 ・ 御 明 神

……  1 1 1    " 千

2 5      3 0

- 3 6 -
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Rhi.一 属歯による障害発生の予測法をねらいとして、育畜環境とくに育百器内の汚染状

況調査法について検討 tンた0調 査法としてはス トレフ
・
トマイシン300PPm、 ベノミル20

PPい 、加溶パレイショ煎汁寒天 (PDA)平 板倍地 (9餌 シャ
ーレ使用 )を 24時 間所定の

場所に開放する方法が簡優であった。 5を年は、この方法によって育苗センタ
ーを力所におい

て汚染状況経時変化を調査した結果 (舞 3図 )、育苗施設によって汚染麗に差果があり、また

育苗作業開始時比較的汚染度のはい施設にないても、作業回数が重なるに したがって汚染度が

高まることがワ1らかになった。汚染度の高まりは作業開始後はほ 10日 以降にみられた。この

ことから、ほぼ 10日 以内を目安に育苗施設内の清掃を必要とする。  t t  t

16)中 苗育苗の出芽方式とRhi.一 属由障害発生との関係

窮コ.9表  中 苗育苗の出芽方式とRhi。 一居菌障害発生々の関係

ガU区

枇|

地際組

変苗率

0 4

0

0

1 . 0

0 9

3 . 1

1 . Z

0 0

0 ・o

.  3 . 5

1 ` 9

出 芽

樽敗率

の

2 . 1

4 . 1

o . 3

8 . 9

b . 8

7 . 1

0 41

1 3 、も

2 0 1

3 3 . 4

1 7 . I

1 3 7 , ?

根の障

害苗率

の

2 2 . 0

42.0

37.2

62.5

7 8 . 8

7 7 . 0

2 5 . 7

4 4 . 3

7 0 . 9

4 4 . 5

6 0  じ

i 53.8

催 歩 8 0 ク

〃  120

″  16o

不催芽 80

″  i 1 2 0

良

″

″

″

〃

〃

良

″

やや不良

不  良

やや不すミ

〃

立

況

首

状 1要率ヨ善
岳とlriユ十一拭律百11 , ビ

身. 夕ヽ

3 . ト

41

5`

i誰亨侍器ギ
9.          |  〃   160

10.     1不 f産才 80

ll           i  ″   1必 ll

〕_2.          |  ″   160

斗 1 士 1 5 3 . 5
―汁  | '一   126.5

|

l l章 1盗告
持|十 1 1 : ・1
杵1士1猟;
i十二十
坤
ま古

十  1 -  1 2 3 . 1

Ⅲ
I 土 | コ

ュ

| |  |  一  | ュ 3 6

一
　

ス
　

外ヽ

】一
　

ジ

　

ン

一
ル

内

ル

■月 20日  鷲 穏 うデ] 1 7 口 語: = こ

冷苗場j所(儀t批方式)、お1算二t、it進ガ'有すキ4比:十九上とのだ1係七

たちいどニールハウス内ビニールトンネノけは解地ビニールトンネルに

少なく、1どチ材イ・は無催打]1と了‐に,H,1、また、れ子とi80夕 は12

カリ>なかった命

似許した結うた、保温1秀螺 の

比 t/1手害の孔ヨitよ明らか|こ

0 夕、 1 6 0 夕に上とtノダきとと

一 母7 -



●)Tr i ChOtterュa virid9iにキる障害の防除

Tri。 一蔦に対するド/レ
ニ ト水ォ,剤、

ベンレー トT水 和剤の防除幼呆をば討 した結果、

あ00～ 1,000倍 液描種時吉た|よ緑化甲濯江
は、西の発生、障害苗の発生が少なく、 ともに

有効であった。1また、ぺ/レ
ー トT水 和剤においては、種子に対する 7.5倍 核 3多 畳姉 も有

効であつたo

G)土 壊 PHと 苗立枯れ発生 との関係

潟20表  土 壊PHと 苗立枯発生との関係

処 理 区 別 土壊 と P E

友|

4.50

4.86

5.09

5.43

5.22

6.24

′
92,7

8 と. 0

8 6 . 8

5 6 . 5

0

0

1 0 . 8

1 0 , 3

1 0  2

1 0 .も

9 . 5

8 . 2

1 2 . 0

1 1 , 4

1 1 . 4

1 1 . 3

1 0 , 6

1 0 , 3

乾 物 重

50個 体

当 少( の

0 ,  5 1

0  5 1

0 .  5 3

0 , 4 9

o . 4 4

0 , 4 4

o. 65

0, 68

0,69

0 63

tl.64

0 53

0 53

0 50

0,5を

0 44

o1 54

0.42

丈革

0う

発 根 量

(最 根長X棋 数 )

3 0 C   室 温業

体

温

処

理 山

灰

土

接

低

温

無

処

理

低

もよ

処

に__ュ_二

沖

一積

4. 50

も, 8 6

5 , 0 9

5 . 4 8

5 . 8 2

6 . 2 4

4.23

4 45

4.80

5,02

5。 13

9〔)7

8o19

94.4

89.0

98.4

84 ?

9 0  9

8 8 . 6

8 1 . 9

8 5 . 7

5 6 . 1

3 3 . 3

1 1 , 3

1 1 . 1

1 1 . 3

1 1 . 1

1 1 . 9

1 0  1

1 1 . 2

1 1 . 9

1 1 , 2

1 1 4 8

1 2 , 0

1 0  0

8 , 2

3 . 6

5 . 8

1 . 5

て, 5

o . 5

ト
ー
番
4 . 4 5

4 . 8 0

5 . 0 2

5 .  1 5

5 .  8 0

間 低 速処理 : 播 種 9日 後、

据種 16日 後調査

/

0 ～ 2 で 2  4  h r 、室温
米
1 2 ～ 2 5 C

9 2 ` 7

9 2 . 2

8 9 . 2

8 0  ,

7 5 . 8

8 2 . 0

0  6 8

0 4  7 2

0 .  7 5

o  6 0

o ,  5 9

o  6 3

／

／

1 6 .  5

9 , 9

9 4 5

2 . 3

3 . 0

1 . 5

1 2 . 2

を. Ⅲ

l . 5

0 . 3

0 , 1

0 1

4 . 4

3 . 7

8 . 1

2 . 2

1 . 9

0 ` 8
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火山灰土政、沖績土数を供試し、土壊 PEと 言立枯れ発生との関係/r、緒種 9日 後0～ 2C
l        ,  : l    f            !

24時 間低温処理によって慎討した。その結果、土接PH52以 上では低温により苗立枯れが

多くなる傾向がみられ、特17c P H 5 8以上では発生が頭著であった。  ・

こあとと,ま、土竣章とが高いことかば温条件「F・たないて根あ活力に対 して抑冷t的に作用 tハ    |

面の低温抵抗性を低下させていることを示すものと考えられた。

4 ‐ 今後に残された問題点                 i  十  ■

中苗については今後詳細に優討する予定である。       「  :  Ⅲ I     _
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